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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

  平成17年4月6日に公表した平成18年2月期中間期(平成17年3月1日～平成17年8月31日)の業績予想(連

結・単体)を下記のとおり修正しましたのでお知らせ致します。 

 

記 

１．単体中間期業績予想について 

平成 18 年 2 月期中間期(平成 17 年 3 月 1 日～平成17 年 8 月31 日)        （金額の単位：百万円） 

 営業収益 営業利益 経常利益 中間純利益 

前回発表予想（Ａ） 162,000 2,200 1,950 △1,100 

今回修正予想（Ｂ） 161,970 2,250 2,050 △510 

増   減   額（Ｂ－Ａ） △30 50 100 590 

増   減   率 △0.0％ 2.2％ 5.1％ －％ 

前 中 間 期 実 績 

(平成 17 年 2 月期中間期) 
161,903 2,111 1,930 909 

 

２．連結中間期業績予想について 

平成 18 年 2 月期中間期(平成 17 年 3 月 1 日～平成17 年 8 月31 日)       （金額の単位：百万円） 

 営業収益 営業利益 経常利益 中間純利益 

前回発表予想（Ａ） 184,000 3,200 2,600 △750 

今回修正予想（Ｂ） 179,250 3,300 2,850 △150 

増   減   額（Ｂ－Ａ） △4,750 100 250 600 

増   減   率 △2.6％ 3.1％ 9.6％ －％ 

前 中 間 期 実 績 

(平成 17 年 2 月期中間期) 
183,711 3,089 2,566 1,058 

 

３．修正の理由 

(1)単体中間期業績予想 

①営業収益がほぼ計画どおりに推移し、総経費のコントロールができた事により、営業利益が 50 百万

円、経常利益が 100 百万円上回る見通しとなりました。 

②中間純利益につきましては、資産売却益の増加、及び減損処理等の減少により特別収支が改善し、590

百万円上回る見通しとなりました。 

(2)連結中間期業績予想 

中間純利益につきましては、単体業績予想の修正、及び、連結子会社、持分法適用会社の中間業績を

見直した結果、前回予想を 600 百万円上回る見通しとなりました。 

 

尚、通期の連結及び単独業績予想につきましては、平成17年10月5日の中間決算発表時に公表する予定です。 

 

以上 


